

























































福 嶋 秩 子
図１
－１８－
全域に「車学」が分布するが、例外的に上越市出身の５
名すべてが「車校」である。また、県外の方言として、
青森県青森市の「自車校」、山形県小国町の「車学」、福
島県喜多方市の「車校」、富山県氷見市・小矢部市の「自
校」、長野県の「車校」が報告されている。上越市の「車
校」は、長野県・愛知県につながる分布と考えられる。
２．そろそろ
「そろそろ出かける」という表現がある。この「そろ
そろ」は、「それをする時刻、また時期になりつつある
ことを表わす語。」（『広辞苑』）という意味である。この
意味の新潟県の方言として、ヨロット・ソロットという
ことばがあり、ヨロットは下越の方言、ソロットは中越
・下越の方言とされている（『新潟県方言辞典』）。渡辺
富美雄編の辞典においても、ヨロットは『新潟県方言辞
典 下越編』に、ソロットは『新潟県方言辞典 中越編』
に収録されている。
図２は２００８年調査にもとづく新潟県出身の女子短大生
の「そろそろ」の方言分布である。ヨロット・ソロット
について使用の有無をたずねた。方言辞典の記載と異な
り、ヨロット・ソロットともほぼ全県に分布しているこ
と（使用数もヨロット６６、ソロット５８であり、互角であ
る）、佐渡にダンダンという語があることが読みとれる。
ダンダンが「そろそろ」の意味で使われるという記載は
方言辞典に見あたらない。東京で、多摩の方言であった
ウザッタイからウザイが生まれ、都心から新たに若者に
使われる新方言として広まった。ヨロット・ソロット・
ダンダンも、若者のことばとしてあらたに勢いを得て広
がった新方言なのであろうか。再度調査するなどして精
査し確認したい。
３．ナマラ
福嶋２００７で、新潟県の方言として有名なナマラについ
て、方言辞典・方言書での記述と、短大生の方言におけ
る使用の実態（言語地図と使用例の記述）を比較し、若
い世代で新しい意味の用法が広がっていることを指摘し
た。伝統的用法は中越・下越で「おおよそ」という意味
であり、ナマラデナイという表現で「程度の甚だしさ」
を表わす（野口２００６・『新潟県方言辞典』）のに対し、
若い世代ではナマラが「非常に」という意味となってい
る。ただし、沼垂方面の高年層では「非常に」という意
味の用法であるという指摘を受けた（柄澤衛氏、２００７年
夏の新潟県方言研究会にて）。この用法が若者ことばに
引き継がれ、新潟市を中心に広がったものと思われた。
２００７・２００８年調査データすべてを用いた言語地図を以
下で示す。図３は新潟県出身の女子短大生の「ナマラ」
の方言分布である。ナマラを使うと答えた率はかなり低
く、回答者の７％にすぎないが、中越から下越に向けて
分布し、特に下越に集中している。一方、「おおよそ」
の意味であるとか「ナマラデネー」と言うなどの伝統的
用法を使うとの回答はさらに少ないが、家族や友達が言
うのを聞くというのも含めると、中越を中心とした分布
が見える。
図４－６に、「程度の甚だしさ」を示すナマラ以外の
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－１９－
語形の分布を示す。図４は、越後にバカとガット・ゴッ
ト系の語形、図５は、中・下越にヒドイ系、中越にヨッ
ポ、佐渡にマッテ、図６は、メッチャ、チョー、ヤバイ
が分布している。ガット（ニ）系は「強く」という意味
である。ヒッデ・ヒンデはヒドイ＞ヒデーから変化した
形で、さらにヒャンデに変化したものと思われる。ゴッ
サはゴットとメッチャから変化したメッサとの混交形か。
メッチャは関西系の語形であり、チョー・ヤバイととも
に、新方言である。
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